






















は じ め に






反応性Vβ2+ T細胞が 4 〜 5 週間にわたって長期かつ重度
に増幅している症状が認められる。仮性結核菌感染症の亜
急性期の患者においても，同菌由来の細胞分裂促進因子



















































































or  6 -（N-Succ in imidy loxycarbony l）- f luoresce in 
3’,6’-diacetate）はMolecular Probesから購入した。モネン
シ ン（GolgiStop） はBD Biosciencesよ り 購 入 し た。
A23187とPMAはSigma-Aldrichより購入した。細胞培養
に用いたRPMI1640培養液にはペニシリン（100 U/ml）と















BD Biosciencesより購入した。FITC標識のgoat anti-rat 





およびanti-Bax （P-19）はSanta Cruz Biotechnologyより
購 入 し た。Anti-BadはNew England Biolabsよ り，anti-
BakはUpstate Biotechnologyより，anti-BimはStressgen 
Biotechnologies Corpより，anti-Cdk2 （#55），anti-Cdk4 
（#97），anti-Cyclin D3 （# 1 ），anti-Bcl-XLおよびanti-Bcl-2 
（# 7 ）はBD Biosciencesよりそれぞれ購入した。
脾臓細胞分画の精製
　CD4+ T細 胞 はC57BL/6マ ウ ス の 脾 臓 細 胞 を 上 記 の
83.12.5，28-16-8S，LR-1を反応させた後，モルモット血清（補




























anti-Vβ3, anti-Vβ6, anti-Vβ7, anti-Vβ8, anti-Vβ11のいず
れかの抗体で染色した後，PE標識のストレプトアビジン
とFITC標 識anti-CD4，anti-CD8の 組 み 合 わ せ， ま た は
anti-CD44，anti-CD69，anti-OX40で染色した。それぞれ





























伝 背 景 ）， な ら び に28日 前 にSEAポ ン プ を 移 植 し た
C57BL/6マウスよりそれぞれCD4+ T細胞（1 x 107）を調











TNE溶 解 バ ッ フ ァ ー（10 mM Tris ［pH 7.5］，0.15 M 
NaCl， 1 % NP-40，2 mM EDTA，10%グリセロール）を
用いてon ice 30分で可溶化した。溶解サンプルは，遠心に
よって不溶成分を除き，タンパク濃度をBradford試薬
（BioRad）で測定した。 6 〜10μgの溶解サンプルを 3 分
間ボイルし，12%のSDS-PAGEにかけ，ニトロセルロース
膜に転写した。膜は非特異反応を防ぐためにTBST緩衝液
（10 mM Tris ［pH 7.5］，0.15 M NaCl，0.1% Tween） で
溶かした 3 %ミルクに 1 時間反応させた後， 2 %BSAを加
えたTBSTで適切な濃度に希釈した目的抗体に一晩反応さ
せた。翌日，HRP標識の 2 次抗体に 1 時間反応させた後，
メーカーの支持に従い化学発光試薬（Santa Cruz）で可
視化した。陽性対照には，X線照射（3,500 rad）して37度
で 6 時間放置したCD4+ T細胞，ならびにp21Cip1を過剰発
現させたCD4+ T細胞の溶解サンプルを用いた。















植されたマウスでは， 6 日目までにVβ3+CD4+ T細胞が無
刺激時の10倍以上に増幅していた（図1b）。この増幅状態
は，その後の14日間高いままで維持された。またVβ
11+CD4+ T細胞は，移植後 6 日目までに無刺激時の3.5倍
まで増幅し，この増幅状態は徐々に下降したが，それでも
30日目までは対照より少し高い状態を維持した。一方でV












































処置マウスからのCD4+ T細胞をSEAポンプ 2 日目のマウ
スに移入した場合は，大部分のVβ3+とVβ11+CD4+ T細胞

















のマウスから回収したVβ3+ CD4+ T細胞とVβ11+CD4+ T
細胞は，共に無処置マウスからの細胞よりも少ない分裂回
図 1 ．SEAの注射とSEAポンプの比較
　　　（a） C57BL/6マウスの腹腔に10μgのSEAを注射した（各グループ 3 〜 4 匹使用）。（b） C57BL/ 6 マウスに10μgの
SEAを充填したミニ浸透圧ポンプ（SEAポンプ）を移植した（各グループ 6 〜 8 匹使用）。（c）異なる濃度のSEA
















る の で23）， そ の 発 現 を 調 べ て み た と こ ろ，Vβ3+と
















べ る こ と に し た。SEAポ ン プ 移 植 後26日 目 の マ ウ ス





（b） 無処置マウスまたはSEAポンプを移植したマウスから移植後 2 日目または15日目にCD4+ T細胞を回収し
CFSE染色して，別の無処置マウスまたは予めSEAポンプを移植したマウス（ 2 日目，15日目）の尾静脈に養子細


































































　　　（a） SEAポンプ移植後 3 日目のマウス（Thy1.1+）と26日目のマウス（Thy1.2+）からCD4+ T細胞を回収し， 1 ：
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